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学生／教養⑳璃 

会議⑳進め霜  

……一問代＝！ト言語草規則 ・・  

Parliamentary Procedure：Robert’s Rules of Order  

西原明法  

（1837－1923）は，様々な価値観を持つ人々からなる会合  

を司会することの難しさを感じ，議事規則について過去  

の文献を調べたが，互いに矛盾する記述なども多かった．  

そこで，自身で（約16ページほどの）議事規則を作り  

始めたが，一般原則に基づき，議会での規則や慣習に則  

り，一般社会にも適用可能な議事規則の必要性を悟り，  

1874年に改訂原稿を書き上げた．当初は出版社を得ら  

れず，4，000部を自費印刷して配布した．ロバートは，  

会議の経験のない人のために「ビジネスの組織と道営」  

という題の第2部を書き加え，1875年に176ページか  

らなるPocket ManualofRules ofOrder forDeliberative  

Assembliesが出来上がった．1876年に契約した出版社  

はそれにRobert，sRulesofOrderという題名を付けて出  

版した．その後改訂を重ね，現在の最新版は2000年の  

第10版となっている（1）．1915年版はパブリックドメイ  

ンとしてWebに公開されている（2）．またロバート議事  

規則の公式Websiteもある（3）．また訳書もある（4）．  

1． は じ め に  

学会の組織は民主的な運営ができるように作ってあ  

り，本会でも定款第40条に「理事会の議事は，出席理  

事の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長が決  

する」と明記されている．しかし日本の学会などの会議  

では，一人でも反対者があると表決できないことがあり，  

また議論の蒸し返しなどが起ることもある．このことは，  

平成13年度の企画室「学会の構造改革ワーキンググルー  

プ」での議論に基づいて行った理事会への提言の中でも  

問題点として指摘された．   

一方IEEE Bylaws 卜300，Management に は，  

“Robert，s Rules ofOrder（1atestrevision）shallbeused  

to conduct business at meetings of the IEEE Board of 

Directors，Executive Committee，Major Boards，Stand－  

illg Committefs and other organizational units of the 

IEEE…”と記述されており，実際，各種の会議での議  

事はロバート議事規則に基づいて進行されている．   

企画室は平成14年度から，本会における迅速かつ公  

正な意志決走法を議論する作業部会を作り，「総会・理  

事会での意思決定プロセス内規」として答申し，平成16  

年5月の理事会で承認され，平成16年5月の通常総会  

から適用されることとなった．同時に理事会は，各ソサ  

イエティでも意思決定プロセスを制定するように検討を  

指示した．  

3．本会の議事規則  

ロバート議事規則は組織の構成員の権利のバランスの  

上に成り立っている．そのため，会議の招集から閉会まで  

のプロセスや議題などを全構成員が平等に知る権利があ  

る．基本的な会議のプロセスは図1に示すとおりである．   

議事はあらかじめ通知された議題に沿って行い，議長  

の許可がなければ討論で発言できない．各構成貞は，  

① 動議を提出する  

（参 勤読を支持する   

③ 動議について議論する   

④ 動議について表決することができる．  

動議（motion）は支持（second）がなければ無効となる．  

これにより，一人の反対による議事の停滞を防いでいる  

が，支持があれば少数の意見も議論に取り入れられること  

となる．また，議論は時間を決めて行い，一人が長々と話  

電子情報通信学会誌Vol．88，No．12，2005   

2．ロバート議事規則の背景  

会議での議事規則の起源は英国議会であると思われる  

が，それが米国に持ち込まれて，議会での議事進行のマ  

ニュアルなどが作られた．   

米国陸軍の技術将校であったHenry Martyn Robert  
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議長を除く過半数  
賛否同数のときは議長が決する  
委任票に注意  

10日以上前（定款）  

2名以上が請求  
過半数（定款）   

事前提出が原則  
1名以上の支持が必要  

議長が一人一一人指名し，賛否を  

聞き，集計  

5名以上が請求  

開始された表決は，表決方法に  

関する議事進行に係る動議を除き，  

中断しない  
必要に応じて分割表決できる  
提案の順序に従い表決  
修正案がある場合は最も遠い  
修正案から順に表決  

血度表決した提案等は，同一の  
会議において，再度表決されない  

図1会議のプロセス  

議長の同意後  
・時間と回数を制限できる  
・手続き問題の発言は最長5分  

・議長はあらかじめ発言者一・覧表を   
示すことができる   

支持がなければ討議されない  

半数を超える棄権  

投票についての説明の発言を許す  

図3 表決の方法   

・会長，次期会長以外のソサイエティ委員は民主的に   

選出されていない．  

・ ソサイエティ会員は明確であるが，研究専門委貞会   

の所属会員が定義されていない．したがって研究専門   

委員の選出，研究専門委員長の選出は民主的とは言い   

難く，各分野の会員を代表しているか否か疑問である．  

などの問題がある上，各ソサイエティごとに異なる事情  

も抱えている．しかしソサイエティ独立採算制を控え，迅  

速かつ民主的な意思決定の重要性はますます高くなると  

思われる．各ソサイエティで議論が進むことを期待する．   

ライン会  現在のIT化社会では電子メール審議，オン  

議，電子投票なども可能となってきた．技術の進歩を取り  

入れつつ公正さを確保することが課題であると思われる．   

謝辞 御討論頂いた企画室の皆様，特に作業部会の皆  

様に感謝します．  
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議事進行にかかわる動議  

優先順位と手順  
1．この規則（表決手順も含む）の適用に関する事項  
2，会議の中止 中山二反対2名の発言→表決  
3．会議の閉会 閉会に反対2名の発言→表決  

4．討論中の問題に関する討論の延期  
賛成1名反対2名までの発言→表決  

5．討論中の問題に関する討論の終結  
反対3名の発言→表決  

6．その他の議事進行にかかわる動議あるいは発言で   

議長がその優先順位を定めるもの  

動議の提出者は，表決に付される前に当該動議を撤回できる   
撤回された動議は，他の委員が，修正の有無にかかわらず再提出  
できる  

図2 討論の方法   

すようなことは禁止している．討論の方法を図2に示す．   

審議が終了したら表決を行う．基本的に多数決である  

が，重要な議題は2／3の表決にできる．通常は挙手によ  

るが，「賛成（Aye）」または「反対（Noe）」の声を上げさ  

せたり，反対がなさそうなときは「もし反対がなければ  

・・・」という議長の声に沈黙で同意を示すようにすること  

もできる．表決の方法を図3に示す．  

4．む  す  び  

総会・理事会はロバート議事規則が適用され民主的に  

運営されることと信じる．   

理事会から指示のあったソサイエティの議事規則につ  

いては，  

・ ソサイエティ運営規程には表決方法の記述がない．  

学生／教養のページ  会議の進め方一口バート議事規則－  

にしはちあきのり  
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